
は
じ
め
に

本
稿
は
位
記
作
成
に
関
わ
る
実
態
研
究
の
基
礎
的
調
査
を
目
的
と
し
て
、

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
『
諸
位
記
備
忘
』（
請
求
記
号
：
特
｜
｜

九
二
七
｜
｜
二
九
八
）
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

位
記
と
は
、
位
階
を
授
与
す
る
際
の
辞
令
書
で
、
飛
鳥
浄
御
原
令
の
施
行

に
と
も
な
い
持
統
三
年
（
六
八
九
）
に
は
じ
め
て
発
行
さ
れ
た
。
位
冠
と
併

行
し
て
の
採
用
で
あ
っ
た
が
、
大
宝
令
施
行
の
際
、
位
冠
を
廃
し
て
位
記
に

統
一
さ
れ
、
以
後
、
明
治
に
ま
で
及
ぶ
。
令
制
下
の
位
記
は
、
養
老
公
式
令

に
規
定
が
み
ら
れ
、
勅
授
（
五
位
以
上
）・
奏
授
（
六
位
以
下
）・
判
授
（
外

八
位
及
び
初
位
）
の
三
つ
の
書
式
が
あ
っ
た
。
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）、
嵯

峨
天
皇
の
詔
に
よ
り
五
位
以
上
の
位
記
が
「
漢
様
」
に
改
め
ら
れ
（『
続
日

本
後
紀
』
承
和
九
年
十
月
十
七
日
条
）、
令
制
の
簡
単
な
様
式
か
ら
唐
の
告

身
に
倣
っ
た
複
雑
な
も
の
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
様
式
は『
延
喜
内
記
式
』

に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
料
紙
・
装
丁
な
ど
の
規
定
も
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
神

位
記
式
・
僧
綱
位
記
式
・
僧
尼
位
記
式
の
三
様
も
加
え
ら
れ
た
。

位
記
は
、
端
書
＋
位
記
状
＋
中
務
以
下
の
署
判
と
い
う
三
つ
の
部
分
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
位
記
状
の
部
分
は
、『
朝
野
群
載
』（
一
一
三
三
年
成
立
）・『
雅

頼
卿
次
第
』（
一
一
八
四
年
成
立
）・『
柱
史
抄
』（
一
二
三
二
年
成
立
）
な
ど

に
よ
る
と
、
官
職
・
身
分
に
応
じ
た
例
文
が
あ
る
も
の
の
、
当
人
の
出
自
・

業
績
・
人
物
な
ど
に
つ
い
て
四
字
句
を
も
っ
て
修
飾
し
た
美
辞
麗
句
で
新
た

に
作
文
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
位
記
を
作
成
す
る
大
内
記
を
輩

出
し
た
菅
原
氏
諸
家
（
高
辻
・
五
条
・
唐
橋
・
東
坊
城
等
）
は
、
菅
原
為
適

の
『
位
記
書
様
』（
東
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）、
東
坊
城
長
誠
の
『
作

進
記
録
』（
京
都
大
学
蔵
）
な
ど
、
位
記
状
の
例
文
集
を
多
く
残
し
て
い
る
。

な
か
で
も
東
坊
城
聡
長
の『
位
記
留
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）に
は
文
化
・

文
政
期
に
作
成
さ
れ
た
位
記
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
個
別
に
作
文
さ

れ
た
位
記
状
の
実
例
、
位
記
発
給
に
関
わ
っ
た
上
卿
・
職
事
、
請
印
実
施
の

少
納
言
等
の
名
が
判
明
す
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
諸
位
記
備
忘
』
は
、
本
紙
わ
ず
か
一
四
丁

な
が
ら
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
着
色
の
位
記
指
図
を
書
き
込
ん
だ
特
徴

佐

　古

　愛

　己

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
『
諸
位
記
備
忘
』
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的
な
史
料
だ
と
考
え
、
取
り
上
げ
こ
と
と
し
た
。
奥
書
が
な
い
た
め
詳
細
は

未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
表
紙
に
記
さ
れ
た
「
為
政
」
と
の
署
名
か
ら
、
菅
原

氏
五
条
家
の
傍
流
桑
原
為
政
（
た
め
お
さ
）
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と

推
察
さ
れ
る
。

桑
原
家
は
五
条
権
大
納
言
為
庸
の
四
男
長
義
を
家
祖
と
し
、
延
宝
期
に
成

立
し
た
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
十
月
、
長
義
は
東
山
院
よ
り
「
子
孫
官

位
昇
進
可
為
本
家
並
之
由
」
を
蒙
り
、
翌
年
参
議
、
そ
の
後
、
正
二
位
権
中

納
言
ま
で
昇
り
、
式
部
大
輔
に
任
じ
ら
れ
た
。
以
後
、
子
孫
は
文
章
得
業
生

よ
り
出
身
し
、
大
学
頭
・
少
納
言
を
経
て
、
大
内
記
・
文
章
博
士
・
式
部
大

輔
に
任
ぜ
ら
れ
、
正
二
位
権
中
納
言
を
極
官
と
し
た
。
為
政
は
正
三
位
順
長

の
子
と
し
て
文
化
十
二
年（
一
八
一
五
）に
誕
生
し
、文
政
十
年（
一
八
二
七
）

正
月
給
穀
倉
院
学
問
料
、
同
三
月
元
服
、
昇
殿
、
文
章
得
業
生
、
同
十
一
月

賜
試
宣
旨
、
献
策
、
従
五
位
下
、
同
十
三
年
正
月
従
五
位
上
、
同
十
一
月
伊

予
権
介
、天
保
四
年（
一
八
三
三
）四
月
正
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

天
保
十
年
に
は
従
四
位
上
、
翌
年
三
月
十
四
日
（
立
坊
日
）
に
は
東
宮
（
孝

明
）
学
士
と
な
り
、
同
十
三
年
七
月
五
日
に
大
内
記
、
同
十
一
月
正
四
位
下
、

弘
化
元
年
少
納
言
、
同
四
年
兼
文
章
博
士
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
従
三

位
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
正
三
位
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
十
一
月

二
十
八
日
に
薨
去
し
た

（
１
）。

【
１
】『
諸
位
記
備
忘
』
の
成
立
時
期
と
特
色

『
諸
位
記
備
忘
』
に
は
成
立
年
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
記
載
内
容

か
ら
成
立
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。

本
書
は「
神
位
記
之
事
」、「
親
王
位
記
之
事
」、「
入
道
親
王
位
記
之
事
」、「
社

司
位
記
之
事
」、「
武
家
位
記
之
事
」、「
女
房
位
記
之
事
」、「
堂
上
位
記
之
事
」、

「
僧
位
記
之
事
」
の
八
項
目
か
ら
成
る
。

「
神
位
記
之
事
」
と
「
入
道
親
王
位
記
之
事
」
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
某
神
名
」、

「
入
道
無
品
何
々
親
王
」
か
ら
は
じ
ま
る
位
記
の
雛
形
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
み
え
る
人
物
の
署
判
か
ら
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
正
月
二

十
二
日
以
降
（
甘
露
寺
愛
長
の
任
左
中
弁
、
烏
丸
光
政
の
任
左
大
弁
）、
同

年
十
二
月
十
三
日
（
九
条
幸
経
の
任
権
大
納
言
）
ま
で
の
間
に
実
在
す
る
公

家
の
官
秩
が
記
さ
れ
て
い
る
と
判
明
す
る
。

こ
の
時
期
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
年
七
月
五
日
に
為
政
が
大
内
記
に
補

任
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
大
内
記
就
任
の
前
後
に
著
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
文
政
か
ら
天
保
期
の
公
家
社
会
で
は
、
有
職
故
実
や
学
問
に
秀
で

た
家
々
で
、
儀
式
書
や
漢
書
を
読
む
勉
強
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

（
２
）。

菅

家
一
族
も
「
一
族
会
」
と
称
す
る
勉
強
会
を
月
一
回
程
度
開
催
し
、
漢
籍
等

を
講
読
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
五
条
為
定
の
日
記
『
菅
葉
』
天
保
六

年
十
月
二
十
四
日
条
に
よ
る
と
、

午
後
、
依
二
一
族
会
〈
貞
観
政
要
〉
一
、
式
部
権
大
輔
（
高
辻
）
以
長
、

少
納
言
（
唐
橋
）
在
久
朝
臣
、式
部
少
輔
（
清
岡
）
長
煕
、伊
予
権
介
（
桑

原
）
為
政
来
集
。
四
位
（
清
岡
）
長
材
朝
臣
亦
預
之
。
右
大
弁
（
東
坊
城
）

聡
長
、菅
三
位
（
桑
原
）
順
長
等
依
二
所
労
一
欠
席
。（（

　
）
内
は
筆
者
注
）

と
み
え
、
当
時
二
十
一
歳
の
為
政
も
「
一
族
会
」
に
出
席
し
、
勉
学
に
励
ん

で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
か
よ
う
な
環
境
や
社
会
的
背
景
も
故
実
書
等
の
作
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成
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

次
に
、『
諸
位
記
備
忘
』
の
特
徴
を
簡
略
に
み
て
お
き
た
い
。
本
書
に
は

随
所
に
問
答
形
式
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
神
位
記
之
事
」

に
あ
る
雛
形
中
の
「
正
四
位
下
行
大
外
記
兼
掃
部
頭
助
教
中
原
朝
臣
師
徳
」

や
「
左
中
弁
愛
長
」
な
ど
に
朱
線
を
引
き
、「
此
人
服
解
ノ
時
ハ
如
何
」
と

記
し
、
さ
ら
に
朱
書
で
「
服
中
載
新
大
外
記
」
や
「
服
者
除
名
」
と
記
し
て

い
る
類
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
内
記
就
任
前
後
に
疑
問
を
書
き
付
け
、
そ

れ
に
対
す
る
答
え
を
父
順
長
な
ど
、
大
内
記
経
験
者
に
確
認
し
て
、
後
日
朱

書
に
て
校
訂
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
位
記
は
、『
延
喜
式
』
に
み
ら
れ
る
形
状
か
ら
、
殆
ど
変
化
さ

せ
て
い
な
い
文
書
で
あ
る
こ
と
や
、
成
巻
し
て
は
じ
め
て
そ
の
機
能
が
付
与

さ
れ
る
、非
常
に
珍
し
い
文
書
と
指
摘
さ
れ
て
き
た

（
３
）が

、東
坊
城
和
長
の
『
内

局
柱
礎
抄
』（
上
巻
＝
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）・
下
巻
＝
同
七
年
）
に
よ
る

と
、
位
記
装
束
（
料
紙
・
帯
・
軸
の
材
質
、
日
下
の
「
下
」
の
字
の
有
無
等
）

は
、
少
な
く
と
も
戦
国
期
に
は
『
延
喜
式
』
様
式
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
り
、
現
存
す
る
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
の
位
記
か
ら
も
確
認

さ
れ
る

（
４
）。

と
こ
ろ
が
近
世
に
は
再
び
延
喜
式
様
に
復
古
し
て
お
り
、
本
史
料
は
『
内

局
柱
礎
抄
』
を
多
々
引
用
す
る
も
の
の
、
位
記
の
様
式
は
概
ね
延
喜
式
と
同

様
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
親
王
位
記
」
と
こ
れ
に
准
じ
る
「
入
道
親
王
位
記
」

は
戦
国
期
の
変
化
の
ま
ま
で
、復
し
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
詳
細
は
【
表
】

を
参
照
）。

本
書
の
内
容
で
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
は
、「
武
家
位
記
之
事
」
が
比
較

的
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
点
、
位
記
装
束
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
も
、
請
印

や
位
記
を
持
参
す
る
際
の
人
員
や
心
得
、
服
装
な
ど
に
関
す
る
記
述
が
散
見

す
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

例
え
ば
、「
神
位
記
之
事
」
に
関
し
て
、「
一
、
於
神
位
之
事
ハ
二
夜
三
日

之
潔
斎
ヲ
構
ル
事
。〈
但
上
卿
ヨ
リ
ノ
下
知
ニ
モ
シ
明
日
中
ニ
神
位
記
執
奏

家
尓
可
差
出
抔
ト
ア
レ
バ
、
即
時
ニ
沐
浴
シ
テ
潔
斎
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
。
モ
シ
両

三
日
程
ノ
余
日
ア
レ
バ
二
夜
三
日
ノ
神
斎
ヲ
構
ヘ
テ
可
ナ
リ
〉」、
と
内
記
が

「
二
夜
三
日
之
潔
斎
」
を
要
し
て
い
た
こ
と
、
緊
急
の
場
合
は
「
即
時
ニ
沐

浴
シ
テ
潔
斎
」
す
る
と
い
う
具
体
的
な
注
意
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
武
家
位
記
之
事
」
に
み
え
る
、「
一
、
件
位
記
ハ
必
ス
武
家
伝
奏

誰
亭
ヘ
可
付
旨
、上
卿
ヨ
リ
下
知
ア
ル
ユ
ヘ
其
伝
奏
亭
ヘ
尋
ヌ
ル
事
ア
リ〈
某

武
家
何
ノ
位
ニ
叙
セ
シ
ハ
推
叙
否
ヲ
尋
ヌ
ル
也
。
推
叙
ト
ア
レ
バ
無
録
ノ
位

記
ト
心
得
、
推
叙
ニ
テ
ハ
ナ
シ
ト
ア
レ
バ
、
有
録
ト
心
得
ル
也
。
且
其
武
家

ノ
称
号
官
名
モ
尋
ヌ
ル
事
也
〉」
か
ら
、「
推
叙
」
か
否
か
で
、
禄
の
有
無
が

生
じ
た
と
す
る
点
も
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

一
方
、
東
坊
城
聡
長
の
『
位
記
留
』
の
よ
う
に
、
近
世
の
菅
家
一
族
の
多

く
が
記
し
た
「
位
記
状
」
に
関
す
る
新
作
文
の
記
録
が
、
本
書
に
は
全
く
記

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
留
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、
成
立
時
期
の
詳
細
は

後
考
を
俟
ち
た
い
が
、
本
書
は
為
政
の
大
内
記
就
任
直
前
、
も
し
く
は
就
任

後
間
も
な
い
頃
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
と
解
さ
れ
よ
う
。

本
史
料
の
閲
覧
、
写
真
頒
布
、
お
よ
び
翻
刻
と
掲
載
に
際
し
て
、
京
都
府

立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
便
宜
を
得
た
。
謝
意
を
記
し
た
い
。
な
お
、
歴
彩
館

に
は
「
為
政
學
問
料
留
并
元
服
一
件
等
―
文
政
十
年
正
月
二
月
三
月
」
と
題
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す
る
史
料
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

【
注
】

（
１
）
橋
本
政
宣
編
『
公
家
事
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
２
）
佐
竹
朋
子
「
学
習
院
学
問
所
設
立
の
歴
史
的
意
義
」『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
研
究
紀
要

　
史
学
編
』
二
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
３
）
黛
弘
道
「
位
記
の
始
用
と
そ
の
意
義
」（
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
七
、
一
九
五
七
年
）、
上

島
有
「
成
巻
し
て
発
給
さ
れ
た
文
書
―
位
記
に
つ
い
て
－
」（『
日
本
史
研
究
』
三
四
五
、

一
九
九
一
年
）。

（
４
）
佐
古
愛
己
「
第
四
五
回
日
本
古
文
書
学
会
大
会
研
究
発
表
レ
ジ
ュ
メ
「
中
世
叙
位
制

度
の
展
開
と
叙
位
関
係
文
書
―
位
記
・
口
宣
案
を
中
心
に
―
」（
二
〇
一
二
年
九
月
）、

遠
藤
珠
紀
「
足
守
木
下
家
文
書
に
残
る
三
通
の
位
記
の
再
検
討
―
天
正
一
三
年
の
秀

吉
の
昇
進
と
公
卿
た
ち
」（『
日
本
歴
史
』
七
七
八
、
二
〇
一
三
年
）、
遠
藤
珠
紀
「
史

料
編
纂
所
新
収
『
楽
家
多
氏
文
書
』
の
紹
介
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像

史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
六
三
、
二
〇
一
三
年
）、
長
村
祥
知
「
中
世
風
の
位
記
―

『
菊
亭
家
文
書
』
寛
永
五
年
正
月
藤
原
宣
季
叙
正
二
位
位
記
」（『
朱
雀
―
京
都
文
化
博

物
館
研
究
紀
要
』
二
五
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

【
解
題
】

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
『
諸
位
記
備
忘
』（
請
求
記
号
：
特
｜
｜

九
二
七
｜
｜
二
九
八
）
は
、
縦
二
二
・
九
×
横
一
六
・
六
㎝
の
大
和
綴
じ
で
、

本
紙
は
袋
綴
じ
一
四
丁
。
表
紙
は
本
紙
と
同
様
の
料
紙
か
ら
な
り
、
中
央
に

打
付
書
の
外
題
「
諸
□
（
位
は
欠
損
）
記
備
忘
」
の
題
目
と
、
右
下
に
「
為

政
」
と
の
署
名
が
あ
る
。
奥
書
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
。

【
翻
刻
凡
例
】

一
、
字
体
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一
、
校
訂
に
あ
た
っ
て
、
本
文
中
に
句
読
点
と
並
列
点
（
・
）
を
加
え
た
。

一
、
字
配
り
は
原
本
の
も
の
を
尊
重
す
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
細
字
部
分
の

体
裁
は
、
組
版
の
都
合
に
よ
り
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
傍
注
に
挿
入
記
号
が
あ
る
場
合
は
、
書
き
入
れ
る
べ
き
場
所
に
※
を
入

れ
、
傍
注
は
【
※

　
】
の
よ
う
に
記
し
た
。

一
、
尊
敬
を
表
す
闕
字
は
、
こ
れ
を
存
し
た
。
文
字
の
欠
損
は
□
を
入
れ
、

欠
損
部
分
が
類
推
で
き
る
場
合
は
（

　
）
に
て
補
っ
た
。

一
、位
記
書
様
が
彩
色
の
指
図
で
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
（
図
１
）（
図
２
）

…
と
記
し
た
。
指
図
に
関
し
て
は
、
図
版
を
掲
載
し
た
も
の
も
あ
る
。
適

宜
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
本
文
中
に
使
用
し
た
記
号
は
以
下
の
通
り
。

〈
　
〉
内
は
割
書
き
、」
は
頁
区
切
り
、（

　
）
内
は
筆
者
注
、【

　
】
は
傍
注
、 

【（
網
掛
け
）】
は
朱
書
傍
注
を
示
す
。
ま
た
、
位
記
の
雛
形
に
付
さ
れ
た
挿

入
記
号
と
脚
注
は
、
書
き
入
れ
る
べ
き
場
所
に
（
※
１
）
を
入
れ
、
脚
注
は

（
注
１
）
…
の
よ
う
に
示
し
た
。

【
翻
刻
】

（
表
紙
）

諸
□
（
位
）
記
忘
備

　
　
　
為
政
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【表】位記装束
史料 対象 料紙 褾（表紙） 帯 軸

『延喜式』第 12 内記

『柱史抄』上私記

神位記三位已上 縹紙 緑褾 雑綺帯 黄楊軸

親王位記 白紙の表
白の呉綾の裏

紫の羅の褾
緑の綾の裏

雑綺帯 赤木軸

三位已上 縹紙 緑褾 雑綺帯 黄楊軸

五位已上 白紙 白褾 帛帯 厚朴軸

『江家次第』 神位記三位已上 縹紙 緑褾 雑綺帯 黄楊軸

親王位記 白紙の表
白の呉綾の裏

紫の羅の褾
緑の綾の裏

雑綺帯 赤木軸

三位已上 縹紙 緑褾 雑綺帯 黄楊軸

五位已上 白紙 白褾 帛帯 厚朴軸

『内局柱礎抄』 神位記三位已上 緑紙（青紙） 同紙褾 白紙紐（褾紙） 檜木軸

親王位記 緑紙 白綾褾
裏紫（表白梅花也。
裏紫薄絹也）

雑綺帯（常時如経
師之所用之紐。但
有善悪也）

赤木軸（用蘇
芳也）

三位已上 緑紙（青紙） 同紙褾 白紙紐（褾紙） 檜木軸

四位已下 紙屋紙（宿紙） 褾同紙 白紙紐（褾紙）
（於帯軸等者、同
公卿）

檜木軸

『諸位記備忘』 神位記之事 緑紙 緑紙 雑綺帯 黄楊軸

親王位記之事 緑紙 白綾褾（表梅花ノ
紋。裏紫平絹）

雑綺帯 赤木軸（蘇芳）

入道親王位記之事 緑紙 白綾褾（表梅花ノ
紋。裏紫平絹）

雑綺帯 赤木軸（蘇芳）

社司位記之事
①四位・五位
②上階（三位以上）

①白紙
②緑紙

①白褾
②緑紙

①白生絹帯
②雑綺帯

①厚朴軸
②黄楊軸

武家位記之事
①四位・五位
②上階（三位以上）

①白紙
②緑紙

①白褾
②緑紙

①白生絹帯
②雑綺帯

①厚朴軸
②黄楊軸

女房位記之事 「式位記トコトナル事ナシ」

堂上位記之事 「式位記也」

僧位記之事 「僧都以上准三位、律師准五位」

※本表は、佐古愛己「第四五回日本古文書学会大会研究発表レジュメ「中世叙位制度の展開と叙位関係文書―位
記・口宣案を中心に―」（2012 年 9 月）「資料編」記載の表に一部加筆したものである。

 ・『延喜式』第 12 内記：10 世紀成立。
 ・『江家次第』：大江匡房著、12 世紀初頭成立。
 ・『柱史抄』：藤原孝範著、貞永元年（1232）成立。
 ・『内局柱礎抄』：東坊城和長著、明応 5 年（1496、上巻）・明応 7 年（1498、下巻）成立。
 ・『諸位記備忘』：桑原為政著、天保 13 年（1842）成立ヵ。
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（
本
文
）

　
　
　
　
　
神
位
記
之
事

　
　
　
　
　【

※
何
ノ
神
何
ノ
位
ヲ
奉
ラ
ル
位
記
也
】

一
、
可
作

　
※
神
位
記
之
旨
、
従
上
卿
有
下
知
〈
以
御
教
書
被
告
〉
者
則
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

吉
田
ノ
事
】

　
尋
其
神
之
霊
験
馳
于
書
執
奏
家
〈
吉
田
家
之
執
奏
ナ
レ
バ
其
家
、
白
川
家

　
　
　
　
　
　
　【

白
川
ノ
事
】

　
之
執
奏
ナ
レ
バ
其
家
、
其
神
之
儀
執
奏
之
家
々
ヘ
尋
フ
ナ
リ
。
直
書
ヲ
以

其
家
ノ
主
人
ヘ
尋
ル
方
然
リ
〈
多
ハ
吉
田
家
ノ
執
奏
ノ
社
也
〉。

　
而
以
其
霊
験
之
趣
作
袖
書
之
文〈
此
文
四
句
之
対
也
。
四
言
四
句
モ
ア
リ
。

五
言
四
句
モ
ア
リ
。
四
六
ノ
句
モ
ア
リ
〉。

【
一
巻
ノ
】

一
、奥
端
等
ニ
書
二
神
名
ヲ
一
ニ
ハ
従
上
卿
下
知
之
通
ヲ
書
認
ル
ガ
」
故
実
也
。

〈
何
々
大
明
神
、
或
ハ
何
々
神
社
、
或
ハ
何
々
大
明
神
社
、
或
ハ
何
々
ノ

社
抔
等
ア
リ
。
何
レ
モ
上
卿
ヨ
リ
下
知
之
通
ヲ
位
記
ノ
面
ニ
書
付
也
〉。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
多
ハ
正
一
位
也
】　

一
、
神
位
記
装
束
之
様
多
ハ
公
卿
之
※
位
也
。
ヨ
リ
テ
緑
紙
〈
表
紙
モ
同
紙

也
〉。

　
　
黄ツ

ゲ
ノ楊

軸
雑ク

サ
く
カ
ン
バ
タ
ノ

綺
帯
等
ヲ
用
ユ
。
ヒ
ナ
形
左
ニ
記
ス
。

（
図
１
・
図
版
参
照
）

一
、
神
階
ニ
ハ
式
位
記
ヲ
用
ユ
。」

一
、
神
位
宣
下
之
日
ニ
当
リ
、
位
記
ニ
書
載
之
人
々
服
解
之
輩
有
レ
之
ハ
、

差
別
之
事
ア
リ
。

（
図
２
・
神
位
記
の
雛
形
（
左
））

　
　
　
某
神
名
（
※
１
）　

　
　
　

　
　
　
　
右
可
某
位

　
　
　
　

　
中
務
（
※
２
）
・
・
・

　
　
　
　
　
　
・
・
・

　
　
宜
授
」

極
位
用
表
神
明
・
・
・

主
者
施
行

　
某
年
某
月
某
日

二
品
行
中
務
卿
韶
仁
親
王
（
※
３
）　

　
　
　
　
　
　
宣

正
四
位
下
行
中
務
大
輔
臣
卜
部
朝
臣
行
学
（
※
３
）　
奉

正
四
位
下
行
中
務
少
輔
臣
藤
原
朝
臣
随
資
（
※
３
）　
行

正
二
位
行
権
大
納
言
兼
右
近
衛
大
将
臣
（
※
４
）　

　
家
厚

正
二
位
行
権
大
納
言
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　輝
弘

正
二
位
行
・
・
・

　

正
二
位
行
・
・
・

　

正
二
位
行
・
・
・

　

正
・
・
・

　
　

正
二
位
行
・
・
・

　

正
・
・
・

　
」

正
・
・
・

　

正
・
・
・

　

正
三
位
行
権
中
納
言
兼
左
近
衛
権
中
将
臣
幸
経
等
言

制
書
如
右
請
奉

制
付
外
施
行
謹
言

　
某
年
某
月
某
日

制
可月

日
辰
時
正
四
位
下
行
大
外
記
兼
掃
部
頭
助
教
中
原
朝

臣
師
徳
（
※
５
）

（
※
１
）
是
上
卿
ヨ
リ

下
知
之
通
ヲ
書
載
ル

也
。

（
※
２
）
是
袖
書
也
。

某
神
之
霊
験
ヲ
以
テ
文

ヲ
作
ル
也
。
依
テ
非
例

文
也
。

此
文
体
総
而
六
句
ニ
ナ

ル
。
六
句
ト
モ
同
韻
ヲ

用
ユ
。
但
シ
下
ノ
二
句

他
ノ
韻
ヲ
用
ユ
ル
ア

リ
。
是
ハ
其
文
其
韻
ノ

様
子
ニ
ヨ
ル
ベ
キ
事
。

主
者
施
行
ノ
句
ハ
無
論

歟
。

（
※
３
）
此
三
人
之
内
、

壱
人
或
二
人
或
三
人
ト

モ
服
解
中
ノ
時
ニ
当
レ

バ
如
何
。

　【
卿
ノ
服
中
除
名
】

　【
大
蔵
輔
ハ
載
権
官
】

（
※
４
）
大
中
納
言
ノ

中
服
解
ノ
輩
有
バ
如
何

　
　
　
　【
服
者
除
名
】

（
※
５
）
此
人
服
解
ノ

時
ハ
如
何

【
服
中
載
新
大
外
記
】
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一
、
於
神
位
之
事
ハ
、
二
夜
三
日
之
潔
斎
ヲ
構
ル
事
。〈
但
上
卿
ヨ
リ
ノ
下

知
ニ
、
モ
シ
明
日
中
ニ
神
位
記
執
奏
家
尓
可
差
出
抔
ト
ア
レ
バ
、
即
時

ニ
沐
浴
シ
テ
潔
斎
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
。
モ
シ
両
三
日
程
ノ
余
日
ア
レ
バ
、
二

夜
三
日
ノ
神
斎
ヲ
構
ヘ
テ
可
ナ
リ
〉。
夫
ヨ
リ
第
一
之
少
納
言
尓
切
紙

ヲ
以
テ
神
位
記
請
印
ノ
順
番
ヲ
尋
問
ス
。
其
返
答
ニ
任
セ
順
番
ノ
少
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
※
中
務
大
輔
同
少
輔
ノ
事
也
】

　
　
言
ヘ
同
紙
ヲ
以
何
日
何
」
剋
神
位
記
請
印
催
之
事
ヲ
告
ゲ
幷
ニ
※
両
中

（
※
６
）
此
人
服
解
ノ

時
ハ
如
何

【
服
者
除
名
】」

（
※
７
）
是
ヨ
リ
已
下

少
録
ニ
至
マ
テ
服
解
ノ

輩
有
ハ
如
何
。

【
大
臣
ノ
服
者
除
尸
】

【
其
他
ノ
服
者
除
名
】

【
但
大
蔵
輔
服
者
ノ
時

載
権
官
】

（
※
８
）
是
ヨ
リ
已
下

字
数
相
連
ル
揃
時
ハ
行

ノ
長
短
甚
シ
。不
苦
歟
。

但
字
数
ノ
多
少
ヲ
見
計

リ
テ
長
短
不
甚
様
々
認

レ
バ
如
何
。
両
様
疑

惑
。」

（
※
９
）
此
二
行
短
ク

認
ル
方
宜
歟

【
如
何
様
ニ
テ
モ
不
苦
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
中
弁
愛
長
（
※
６
）

関
白
太
政
大
臣
従
一
位
朝
臣
（
※
７
・
※
８
）

従
一
位
行
左
大
臣
朝
臣

従
一
位
行
右
大
臣
朝
臣

従
一
位
行
内
大
臣
兼
東
宮
傅
朝
臣

式
部
卿

　
闕

正
三
位
行
式
部
大
輔
為
定

正
四
位
上
行
左
大
弁
兼
春
宮
亮
光
政

告
某
位
某
神
名
奉
（
※
９
）

制
書
如
右
符
到
奉
行
（
※
９
）」

正
五
位
下
行
式
部
少
輔
兼
備
中
守
義
脩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
録
常
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
録

某
年
某
月
某
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
順
番
ノ
人
ノ
事
也
】

　
　
務
ヘ
切
紙
ヲ
以
テ
何
日
何
剋
神
位
記
請
印
於
※
何
少
納
言
亭
ニ
テ
催
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
中
務
省

　
少
内
記

　
召
使
等
事
也
】

　
　
ル
ベ
ク
事
ヲ
告
ク
〈
一
紙
連
名
也
〉。
次
※
地
下
之
輩
ヘ
ハ
請
印
之
時

剋
ヨ
リ
半
時
早
ク
告
。〈
少
内
記
ヘ
ハ
何
日
何
剋
神
位
記
御
用
ニ
付
、

出
頭
可
有
之
旨
、
召
使
ヘ
モ
同
ク
下
知
ス
。
中
務
省
ヘ
ハ
何
日
何
剋
神

位
記
請
印
何
少
納
言
亭
ニ
於
テ
催
有
ニ
付
、
其
亭
ヘ
可
出
頭
旨
令
下
知

也
。
何
レ
ヘ
モ
使
ノ
者
ヨ
リ
ノ
切
紙
ヲ
差
出
ス
事
。
半
時
早
ト
ハ
請
印

ノ
時
刻
申
剋
ト
少
納
言
両
中
務
等
ヘ
告
レ
バ
、
地
下
ノ
輩
ヘ
ハ
未
半
剋

ト
下
知
ス
ル
也
。
於
神
位
記
ノ
事
ハ
少
内
記
ハ
衣
冠
、
召
使
ハ
狩
衣
ニ

テ
出
頭
ス
ル
也
〉。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
執
奏
家
ノ
事
也
】

一
、
請
印
之
事
相
済
、
件
位
記
※
何
亭
ヘ
可
持
参
旨
ヲ
告
ル
事
。」

　
　
　
　
　
親
王
位
記
之
事

一
、
親
王
之
位
ヲ
記
作
ル
ベ
ク
由
上
卿
ヨ
リ
下
知
之
様
。

一
、
叙
品
ナ
レ
バ
無
品
何
々
親
王
三
品
ニ
可
ス
ト
ア
リ
。
加
階
ナ
レ
バ
三
品

何
々
親
王
二
品
ニ
可
ス
。或
ハ
二
品
何
々
親
王
一
品
ニ
可
ス
ト
ア
リ
テ
、

其
位
記
ヲ
作
リ
テ
何
日
何
剋
迄
ニ
其
親
王
之
亭
ヘ
可
持
参
旨
有
下
知
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
何
日
親
王
位
記
ア
ル
ト
云
事
也
】

　
　
モ
シ
急
速
之
時
ニ
ハ
奉
行
ノ
職
事
ヨ
リ
、
※
其
旨
ヲ
被
告
〈
可
参

内

旨
音
信
ア
リ
テ
面
会
ニ
テ
口
ツ
カ
ラ
云
告
也
〉。
其
時
ニ
至
リ
テ
上
卿

ヨ
リ
有
下
知
事
。」
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一
、
親
王
之
位
記
ハ
大
内
記
持
参
ノ
事
ナ
レ
バ
、
少
内
記
ハ
不
召
寄
〈
但
覧

筥
ハ
少
内
記
方
ニ
テ
借
用
之
事
也
〉。
召
使
ヲ
具
ス
。
或
ハ
使
部
ヲ
具

ス
ル
モ
ア
リ
。〈
此
儀
必
ト
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
具
ス
ル
時
モ
ア
リ
。
不

具
時
モ
ア
リ
。
位
記
持
参
之
日
、
其
親
王
亭
ノ
時
宜
ニ
任
ス
事
也
〉。

モ
シ
使
部
ヲ
具
ス
ル
時
ハ
、
何
日
何
剋
親
王
位
記
御
用
ア
ル
ニ
ヨ
リ
、

使
部
一
人
某
日
某
剋
可
来
、
可
有
催
旨
大
外
記
方
ヘ
下
知
ス
ル
也
。

一
、
召
使
ヲ
催
ス
ノ
時
、
件
位
記
親
王
亭
ヘ
自
ラ
持
参
之
旨
幷
束
帯
歟
。
或

ハ
衣
冠
単
歟
。
両
様
之
内
治
定
ノ
衣
袴
之
趣
ヲ
〈
持
参
ノ
大
内
記
ノ
衣

袴
也
〉
告
ル
事
也
。」

一
、
位
記
持
参
之
節
、
大
内
記
衣
袴
之
事
ハ
、
束
帯
歟
。

　
　
衣
冠
単
歟
。
両
様
ア
リ
。
其
時
ノ
時
宜
ニ
任
ス
ベ
キ
カ
。

一
、
件
位
記
請
印
之
事
ニ
付
少
納
言
両
中
務
幷
地
下
之
輩
ヘ
之
通
達
之
様
、

他
ノ
位
記
請
印
催
之
節
ニ
コ
ト
ナ
ラ
ズ
。

一
、
於
親
王
ハ
以
三
品
為
叙
品
〈
入
道
親
王
之
位
ニ
コ
ト
ナ
リ
〉。

一
、
於
親
王
モ
式
位
記
ヲ
用
ユ
。
位
記
装
束
ノ
様
左
ニ
記
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
蘇
芳
ノ
事
也
】

　
　
緑
紙
袖
ハ
白
綾
〈
梅
花
ノ
紋
ア
リ
〉
之
表
紫
平
絹
ノ
裏
雑
綺
帯
※
赤
木

軸
等
也
。」

（
図
３
・
図
版
参
照
）

　
　【

※
三
品
ノ
事
】

一
、
※
叙
品
之
位
記
ニ
袖
書
例
文
ヲ
用
ユ
ル
ア
リ
。
或
新
作
ノ
文
ヲ
用
ユ
ル

　
　
　
　
　
　 【

※
近
来
必
用
例
文
】 ［
※
三
品
ヨ
リ
以
上
ノ
位
記
也
］

　
　
モ
ア
リ
。
※
如
何
。
※
加
階
之
位
記
ニ
ハ
必
新
作
ノ
文
ヲ
用
ユ
ル
事
也
。

一
、
式
位
記
ノ
様
、
前
神
位
記
ノ
処
ニ
委
シ
ク
記
ス
。
依
テ
更
不
書
載
。

　
　
　
　
　
入
道
親
王
位
記
之
事

一
、
入
道
親
王
ハ
以
二
品
為
叙
品
。
袖
書
必
新
作
ノ
文
ヲ
用
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
同
大
輔
同
少
輔
等
ノ
事
也
】

一
、
件
位
記
ハ
治
部
省
ノ
位
記
故
歟
。
治
部
位
記
ト
称
シ
テ
治
部
卿
※
已
下

ヲ
載
ス
。
他
ノ
位
記
ノ
如
ク
奉
行
ニ
中
務
三
人
ト
モ
載
レ
ド
モ
、
袖
書

　
　
　
　
　
　【

※
昔
ハ
中
務
二
字
ヲ
載
シ
ナ
リ
】

　
　
ノ
始
ニ
ハ
※
中
務
ノ
二
字
ヲ
不
載
。
勅
ノ
一
字
ヲ
載
テ
其
文
ヲ
書
也
。

関
白
三
公
大
中
納
言
等
ノ
位
署
ナ
シ
。
書
様
他
ノ
位
記
ト
コ
ト
ナ
リ
。

但
装
束
ハ
俗
親
王
ノ
位
記
ト
同
シ
。

（
図
４
・
入
道
親
王
位
記
の
雛
形
（
左
））

　
　
　（
※
１
）
入
道
無
品
何
々
親
王
」

　
　
　
　
　
右
可
二
品

勅
・
・
・

・
・
・

・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
可
依
前
件

主
者
施
行
。

　
某
年
某
月
某
日

　
　
二
品
行
中
・
・
・

　
　
韶
仁
親
王

　
宣

　
　
正
四
位
下
行
中

　
　
　
　
　
行
学

　
奉

　
　
正
四
位
下
行
中

　
　
　
　
　
随
資

　
行

奉勅
如
右
牒
到
奉
行

　
　
某
年
某
月
某
日

（
※
１
）
加
階
ノ
時
ハ

入
道
二
品
何
々
親
王

右
可
一
品
ト
ノ
ス
ル
カ
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一
、 

件
位
記
モ
其
宮
ニ
可
持
参
之
旨
下
知
ア
ル
ナ
リ
。持
参
之
儀
ニ
付
テ
ハ
、

親
王
位
記
持
参
之
節
ト
同
キ
歟
。
如
何
。

一
、
件
位
記
請
印
催
之
事
幷
地
下
之
輩
ヘ
下
知
等
之
事
。
親
王
位
記
之
節
ト

同
キ
歟
。
如
何
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
於
軒
廊
】

一
、
親
王
幷
入
道
親
王
等
之
位
記
ニ
ハ
陣
ニ
テ

　
宣
下
※
其
所
ニ
テ
請
印
之

事
ア
リ
。
※
其
節
之
心
得
〈
始
末
ト
モ
〉
如
何
。【
※
内
記
不
算
（
参
）
其
事
。

内
記
参
陣
奉
仰
詞
之
後
、
与
奪
于
少
内
記
不
算
（
参
）
請
印
之
事
】」

　
　
　
　
　
社
司
位
記
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
式
位
記
ノ
事
】

一
、
社
司
位
記
ハ
式
位
記
ヲ
用
ユ
。
其
書
様
他
ニ
用
ユ
ル
※
位
記
之
体
ト
コ

ト
ナ
ル
事
ナ
シ
。
仍
テ
端
ヅ
ク
リ
斗
記
ス
。
総
テ
例
文
ヲ
用
ユ
。

　
　
　
　【
叙
爵
ノ
時
】　

　
　
　
　
　
　
　
　

【
加
級
ノ
時
】

　
　
　
某
姓
某
尸
某
名

　
　
　
　
　
　
　
某
位
某
姓
某
尸
某
名

　
　
　
　
右
可
某
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
可
某
位

一
、
件
位
記
装
束
左
ニ
記
ス
。」

（
図
５
・
別
紙
参
照
）

一
、
件
位
記
請
印
催
幷
地
下
等
ヘ
令
下
知
他
ノ
位
記
請
印
催
ノ
節
ト
コ
ト
ナ

ル
事
ナ
シ
。

　
　
　
　【

※
ト
雖
モ
三
位
以
上
】　

　【
※
ニ
ハ
緑
紙
ヲ
用
ヒ
】

一
、 

社
司
※
モ
シ
上
階
ノ
位
記
※
有
ル
時
ハ
袖
書
ハ
新
作
ノ
文
ヲ
用
ユ
ル

歟
。
且
端
作
奥
等
ニ
尸
ハ
載
セ
ザ
ル
歟
。
如
何
。」

　
　
　
　
　
武
家
位
記
之
事

一
、
武
家
位
記
ハ
兵
位
記
ヲ
用
ユ
。
其
書
様
式
位
記
ト
コ
ト
ナ
ル
事
ナ
ケ
レ

ド
モ
、
少
シ
違
ウ
所
ア
リ
〈
式
位
記
ニ
式
部
ヲ
載
ス
ル
所
、
兵
位
記
故

兵
部
ヲ
載
セ
（
マ
マ
）
ス
ル
。
※
其
違
斗
也
〉。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
左
弁
ヲ
右
弁
ニ
カ
フ
】

一
、
件
位
記
ノ
装
束
モ
社
司
ノ
位
記
モ
コ
ト
ナ
ル
事
ナ
シ
。
但
三
位
以
上
ノ

位
記
ニ
ハ
他
ノ
公
卿
ノ
位
記
ト
同
ジ
ク
、
緑
紙
黄
楊
ノ
軸
雑

ノ
帯
等

ヲ
用
ユ
ル
也
。

一
、
件
位
記
三
位
ヨ
リ
已
下
ニ
ハ
例
文
ノ
袖
書
ヲ
載
。
但
新
作
ノ
文
ヲ
載
ス

ル
事
モ
ア
リ
。
如
何
。」

一
、
件
位
記
三
位
已
上
ニ
ハ
必
新
作
ノ
袖
書
ヲ
載
ス
ル
事
ナ
リ
。

一
、
件
位
記
三
位
ヨ
リ
已
下
ノ
巻
ニ
ハ
必
小
札
ヲ
ツ
ク
。
三
位
已
上
ニ
ハ
小

正
三
位
行
治
部
卿
久
雄
」

従
四
位
下
行
治
部
大
輔
惟
和

正
四
位
上
行
左
大
弁
兼
春
宮
亮
光
政

告
入
道
何
品
何
々
親
王
奉

勅
如
右
符
到
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
録
氏
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
録

　
　
某
年
某
月
某
日
」
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札
ヲ
ツ
ケ
ザ
ル
也
。
小
札
ノ
様
左
ニ
記
ス
。

是
ヒ
モ
ヲ

　
　
　
　
　【

※
此
紙
モ
位
記
ノ
紙
ト
同
シ
。】

ト
ヲ
ス

穴
也
。

位
記

ノ
ヒ
モ

ニ
ト
ヲ
ス
也
。

一
、
件
位
記
ハ
必
ス
武
家
伝
奏
誰
亭
ヘ
可
付
旨
、
上
卿
ヨ
リ
下
知
ア
ル
ユ
ヘ

其
伝
奏
亭
ヘ
尋
ヌ
ル
事
ア
リ
〈
某
武
家
何
ノ
位
ニ
叙
セ
シ
ハ
推
叙
否
ヲ

尋
ヌ
ル
也
。
推
叙
ト
ア
レ
バ
無
録
ノ
位
記
ト
心
得
、
推
叙
ニ
テ
ハ
ナ
シ

ト
ア
レ
バ
、
有
録
ト
心
得
ル
也
。
且
其
武
家
ノ
称
号
官
名
モ
尋
ヌ
ル
事

也
〉。」

一
、
件
位
記
ニ
モ
請
印
催
幷
地
下
輩
等
ヘ
令
通
達
他
位
記
請
印
ノ
節
ニ
コ
ト

ナ
ル
事
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
武
家
位
記
ニ
ハ
少
内
記
ハ
預
ザ
ル
ユ
ヘ
御
用
ナ

シ
〈
少
内
記
ハ
催
ス
ニ
及
バ
ザ
ル
也
〉。

一
、
武
家
〈
大
名
・
高
家
・
旗
本
等
也
〉
之
輩
数
人
毎
年
二
月
ノ
始
比
ニ
位

記
ヲ
請
ク
ル
事
ア
リ
。
此
位
記
ハ
数
巻
ノ
事
故
、
已
前
〈
某
年
ノ
正
月

末
比
迄
ニ
預
書
設
進
也
。
総
而
叙
爵
ユ
ヘ
其
武
家
数
人
ノ
官
名
称
号
等

尋
テ
件
位
記
調
進
事
也
〉。
総
而
調
進
例
ノ
時
節
ニ
至
リ
テ
、
近
々
上

卿
ヨ
リ
下
知
ア
リ
。
仍
テ
来
何
日
武
家
位
記
総
テ
請
印
之
事
、少
納
言
・

両
中
務
幷
地
下
ノ
輩
等
ヘ
通
達
ノ
事
〈
武
家
ユ
ヘ
少
内
記
ハ
下
知
ノ
事

ナ
シ
〉。」

 

夫
々
通
達
ノ
切
紙
書
様
他
時
請
印
催
之
節
ト
コ
ト
ナ
ル
事
ナ
ケ
レ
ド

モ
、
只
総
ノ
一
字
加
ユ
ル
斗
也
。

一
、
件
位
記
総
テ
請
印
ノ
節
ハ
大
内
記
モ
請
印
ノ
亭
ヘ
行
向
フ
。
※
其
時
ノ

心
得
如
何
。【
※
但
位
記
持
参
之
姿
歟
。
今
ハ
使
少
内
記
指
向
大
内
記
ハ
預
祝
詞
而
已
】

一
、
武
家
位
記
ノ
巻
ニ
小
札
ヲ
ツ
ケ
シ
様
左
ニ
記
ス
。

（
図
６
・
別
紙
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　【

小
札
ニ
ヒ
モ
ノ
ト
ヲ
リ
様
何
レ
ノ
方
可
然
歟
】」

　
　
　
　
　
女
房
位
記
之
事

一
、
女
院
・
内
親
王
・
女
御
・
宮
女
等
之
位
記
、
式
位
記
ニ
テ
書
様
他
ノ
式

位
記
ト
コ
ト
ナ
ル
事
ナ
キ
カ
。
如
何
。

一
、
件
位
記
端
作
左
ノ
通
歟
。
如
何
。

　【
叙
爵
ノ
時
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

加
級
ノ
時
】

　
　
無
位
某
姓
某
尸
※
何
子
【
※
実
名
】　

　
　
某
位
某
姓
某
尸
何
子

　
　
　
　
右
可
某
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
可
某
位

一
、
件
位
記
三
位
已
上
ニ
ハ
左
ノ
通
歟
。
如
何
。」

　
　
　
　
某
位
某
姓
某
尸（
ミ
セ
ケ
チ
）何
子【
是
モ
公
卿
ノ
位
階
ユ
ヘ
、尸
ハ
不
載
歟
。
如
何
。】

　
　
　
　
　
右
可
従
三
位

一
、
件
位
記
請
印
催
之
節
、
夫
々
通
達
抔
之
事
他
ノ
位
記
請
印
催
之
節
ト
コ

ト
ナ
ル
事
ナ
キ
カ
。
如
何
。

一
、
件
位
記
一
巻
ノ
調
様
ハ
如
何
。

＝
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
某
称
号
某
名

＝
（
穴
）　

某
位
某
姓
某
尸
某
名
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堂
上
位
記
之
事

一
、
堂
上
之
位
記
ハ
袖
書
必
新
作
ヲ
載
ス
ル
歟
。
如
何
。【
依
人
品
用
例
状
歟
。】」

一
、
件
位
記
請
印
催
、
夫
々
之
下
知
等
他
ノ
位
記
ノ
節
ノ
通
歟
。
如
何
。

【
柱
礎
鈔
ニ
ア
ル
儘
】

一
、
大
臣
・
参
議
已
上
・
散
三
位
〈
散
二
位
〉・
致
仕
・
秀
才
・
紀
伝
・
明
経
・

明
法
・
算
博
士
・
書
博
士
・
音
博
士
・
陰
陽
・
天
文
・
暦
・
漏
・
医
・

春
亮
（
宮
ヵ
）
亮

　
　
循
吏
等
之
位
記
ア
リ
時
ハ
※
万
端
心
得
如
何
。

【
※
位
記
ノ
書
様
幷
請
印
催
等
ノ
事
也
。
書
様
請
印
催
等
之
事
如
常
。
式
位
記
也
】」

一
、
右
等
之
位
記
袖
書
※
必
新
作
歟
如
何
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
例
状
見
于
柱
史
抄
】

　
　
　
　
　
贈
位
記
之
事

一
、
贈
位
記
之
端
作
ハ
左
之
通
歟
。
如
何
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

何
子
】

　
　
　
故
某
位
某
姓
某
尸
某
名

　
　
故
某
位
某
姓
某
尸
某
名

　
　
　
　
右
可
贈
某
位

　
　
　
　
　
　
右
可
贈
某
位

一
、
奥
ノ
書
様
ハ
端
作
ニ
准
ス
ル
歟
。
如
何
。」

一
、
公
卿
之
位
記
ニ
ハ
尸
ヲ
不
載
ト
鈔
ニ
ア
リ
。
其
通
リ
ノ
心
得
ニ
テ
可
然

歟
。
如
何
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【

※
可
為
辞
官
歟
。
可
依
時
宜
】【
※
同
上
】

一
、
神
位
記
ア
ル
時
、
請
印
催
之
事
※
少
納
言
〈
三
人
〉・
※
中
務
〈
四
人
〉・

　
　【

※
代
官
出
頭
】　

　
　
　
　
　
　
　
　【

※
代
官
出
頭
】

　
　
※
少
内
記
〈
二
人
〉・
中
務
省
・
※
召
使
〈
二
人
〉
総
テ
服
中
之
時
ハ

心
得
如
何
。

一
、
何
位
記
ニ
テ
モ
少
納
言
三
人
或
中
務
正
権
官
ト
モ
有
障
時
、
有
請
印
之

事
者
如
何
。
其
時
伺
定
于
執
柄
而
可
。」

一
、
僧
侶
之
位
記
ア
ル
時
ハ
心
得
如
何
。〈
未
被
再
点
之
間
、
暫
閣
之
〉

　
　
　
　〈
但
於
書
体
ハ
同
于
入
道
親
王
位

記
。〉

　
　
　
　〈
柱
礎
鈔
云
、
僧
都
以
上
准
三
位
、
律
師
准
五
位
。〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
）

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
『
諸
位
記
備
忘
』
掲
載
の
「
位
記
」
図
版

（
図
１
・「
神
位
記
」
の
図
）
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京都府立京都学・歴彩館所蔵『諸位記備忘』（佐古愛己）



（
図
３
・「
親
王
位
記
」
の
図
）

（
図
５
・「
社
司
位
記
」
の
図
）

（
図
６
・「
武
家
位
記
」
の
図
）

キ
ー
ワ
ー
ド
：
位
記
、
大
内
記
、
桑
原
為
政
、
菅
原
氏
、
天
保

［
付
記
］

本
論
は
、
科
研
費JSPS17K

03079

（
研
究
代
表
者
：
佐
古
愛
己
）
の
助
成
を
受
け
た
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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